
  

 

令和 8 年 10 月 20 日 

国 土 交 通 省 

九 州 地 方 整 備 局 
 

八代港外港地区の復旧に向けた工事の入札手続きを開始 
～八代港における本格復旧に向けた工事第１弾～ 

 

九州地方整備局では八代港外港地区について、本年１１月中の応急復旧ととも
に、９月３０日に公表した「八代港復旧設計方針」に基づき、港湾利用に配慮した
概ね２年以内の復旧完了を目指しています。 
今般、本格復旧に向けた第１弾として、以下の３岸壁について工事の入札手続き

を開始しましたのでお知らせします。 
今後、他の岸壁についても、順次入札手続きを行い、着実に復旧工事を進めてま

いります。 

 

【復旧工事の内容】 

①令和８年度八代港災害復旧工事（その１） 

工事発注規模 ： ２．９億円以上９．０億円未満  

工     期 ： 令和９年６月２５日まで  

対象施設・工事内容 ： 

岸壁(-10m)  C-1-5 ：撤去工、仮設工、地盤改良工（別紙１参照） 

 

②令和８年度八代港災害復旧工事（その２） 

工事発注規模 ： ２．９億円以上９．０億円未満  

工     期 ： 令和９年６月２５日まで 

対象施設・工事内容  ：  

岸壁(-10m)  C-1-4 ：撤去工、仮設工、地盤改良工（別紙１参照） 

 

③令和８年度八代港災害復旧工事（その３） 

工事発注規模 ： ２．９億円以上９．０億円未満  

工     期 ： 令和９年６月２５日まで  

対象施設・工事内容 ： 

岸壁(-12m) C-1-15 ：仮設ドルフィン設置、撤去工、仮設工、地盤改良工（別紙２参照） 

 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部 港湾事業企画課 井町 

 TEL:092-418-3360 

 



九州地方整備局
八代港（外港地区）岸壁（-10m）（C-1-5・C-1-4） 復旧概要
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復旧断面（イメージ）

八代港(外港地区)

被災状況

上部工、エプロンの段差、液状化

岸壁背後の陥没・段差

L=185m

※写真は地震後のもの

※復旧断面(イメージ)は、今後の設計内容
に応じて変更となる可能性があります。

地盤改良

As舗装、路盤材等撤去



九州地方整備局
八代港（外港地区）岸壁（-12m）（C-1-15） 復旧概要
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エプロンのひび割れ、液状化
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復旧断面（イメージ）

仮設ドルフィン部既設護岸部

仮設ドルフィン部
L=40m

※復旧断面(イメージ)は、今後の設計内容に応じて変更となる可能性があります。

【補足】 C-1-15は、岸壁を暫定供用しながら工事を進めるため、貨物船が安全に係留できる仮設ドルフィンを設置します。

地盤改良

As舗装、路盤材等撤去


